















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A B C D
周波数［GHz］ 252 2戊 2戊 04
送信機の出カパワー［W］ 10 20 20 5
送信アンテナの半値幅［d6g］ 55 16 3P
送信アンテナのゲイン［d旬 4 35 32 0
送信機の実行放射電力［dBW］ 13 47 44 598
受信アンテナの半値幅［de‘］ へ17 55 55
受信アンテナのゲイン［dB］ 312 4 4 0
データレート［Mbps］ 4 4 4 96×1σ3
Eb／NO［dB］ 15．6 19 41 148
ビツトエラー率 10→ 10略 10噸 10略
要求Eb／NO［dB］ 105 11 11 105































































































































































































































































































測点時系列 X（m） Y（m） Z（m）
JARE38＿β702174407993921448412．80195 41683．2936
」燗8937021744079．9312144841279685941683．2901
Si　a 0．0105 0．0085 0．0332
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P12　1998年3月25日の南極プレート内の巨大地震（2）表面波解析
　　　　　　　　　　　　小林励司・神沼克伊（国立極地研究所）
Agreat　earthquake　in　the　Antarctic　plate　II．　Surface　wave　analysis
　　　　　　　　Reiji　Kobayashi　alld　Iくatsutada　Kaminuma
　　　　　　　　　（National　Institute　of　Polar　Research）
1．はじめに
　現在、第V期南極観測5か年計画として
「東南極リソスフェアの構造と進化研究計画」
（SEAL計画）が進んでいる。その課題のひと
つが東南極大陸地殻下部の構造を探ることで
ある。
　1998年3月25日、南極大陸の約300km沖
（62．877°S，149．527°E）で表面波マグニチュー
ド（Ms）8，0の地震が起きた。ちょうどフラン
スのデュモン・デュルビル基地（DRV）と日本
の昭和基地（SYO）、そしてこの地震の震源が
ほぼ大円上にあり、東南極での表面波位相速
度を測定するのに適している。しかし、残念
ながらDRVの地震波形データが得られるのは
しばらく先のことになるため、現在この2点
から位相速度を求めることはできない。
　ここではその予備調査として、SYOで捉え
られた表面波の特徴を調べ、震源からSYOま
での郡速度を求めてみた。
2．波形データの概要と波形の特徴
　当時SYOの広帯域地震計（STS－1）は調整中
であったため、長周期側が20秒までのモード
にセットされていた。しかしながら、それ以
上の長周期の波も完全にカットされているわ
けではないので、表面波の解析に使用するこ
とができる。
　図1にtransverse成分に表れたラブ波の波
形を示す。ちょうどG2～G5が到達している
時間帯である。この図で興味深いのはG2よ
りもG3の方が、　G4よりもG5方が、振幅が
2．3～2．5倍も大きいことである。これはSYO
の周囲で表面波のfocasing，　defbcasingがあっ
5
?
“???
図1：SYOでのtransverse成分の波形（周期100－
500秒）。時間帯は5000－20000秒。左からG2（8000
秒付近），G3（10000秒付近），　G4（17000秒付近），
G5（19000秒付近）の波群が見られる。
たことを示している。
3．郡速度の測定
　震源からSYOまでの群速度をmultiple丘lter
technique（Dzieωon3ωe£αL，1969）で求めた。
その結果、ラブ波・レイリー波ともに、標準
的な球対称地球モデルPREMでの群速度に比
べて、周期約70秒よりも長周期では速く、約
50秒よりも短周期では遅いことが分かった。
謝辞
　SYOの地震波形データは第39次越冬隊の東野
氏に送っていただいた。
Re飴rences
Dziewonski，　A．，　Bloch，　S．，　and　Landisman，　M．，
　Atechnique　for　the　analysis　of　transient　seis－
　mic　signals，　Bα〃．5ei8．50c．・47η．，59，427－
　444，1969．
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P13昭和基地・地震モニタリング観測の近況
　　　一新地震計室とシステム更新一
゜金尾政紀1・根岸弘明2・東野陽子3・中西　崇2
　東　敏博3・野木義史1・神沼克伊i・渋谷和雄1
　　1国立極地研究所、2京大防災研究所、3京大理学部
　　Recent　seismic　monitoring①bservations　at　SyowaStation
　　　　・New　seislnographic　room　8nd　aqui8ition　system・
　　　Masaki　KANA（メ，　Hiroaki　NEGIsHP，　Yoko　ToN（β，　Takashi　NAKANIsHP，
Toshihiro　HIGASHI　3，　Yoshif山㎡NOGI1，Katsutada　KAMINUMAI　andKazuo　SHIBUYA1
腿
38次隊を中心に、これまで定常観測されてきた地震デー
タ収録システムが、ハード／ソフト面共に大幅に更新さ
れた。特に建造以来25年以上が経過し、以前より施設の
老朽化が指摘されていた旧地震感震器室での観測を終了
し、機材を全て撤収した。短周期及び広帯域地震計を37
次夏に建設した新地震計室へ移設／新設すると共に、地
学棟に新らたにワークステーションによる波形データ収
録装置を導入して、パソコンによる旧システムから越冬
中の平行観測を経て切り替えた。この新システムの導入
により、地震計室見回りの労力の半減、基地LANを利用
してデータ収集が合理化され、これまでの保守作業がか
なりの部分で軽減された。今後インマルサット回線を利
用し、基地外へのデータ公開を迅速化させたい。さらに
国内でのデータ処理が可能になれば、現地での完全自動
化が期待される。
シスーム　入
ヱノ新地震計室
　新地震計室は、大型アンテナの南側、32次で建設され
た重力計室の西隣に位置し（69°00’24”S，39°35’06”E，
20m　above　sea　leve1）、短・長周期室、収録室、およ
び前室で構成され、床面積が計6x7㎡～の外壁がチタン貼
りの平屋建てである。広帯域地震計と短周期地震計は、
長周期室の簡易型冷凍庫内（床面積；3mx2m）に設
置され、これらのセンサーを2重に覆い、温度の年変化
を軽減する工夫がなされている。極寒期には、前室と冷
凍庫内で約6、7℃の開きがあった。
　37次隊により内装工事と電気配線の大部分は終えてい
たが、38次夏期間には配電盤の設置／各部屋のモール配
線、及び内装として内壁ねじカパー部のコーキング剤に
よる充填作業、地震計基台の塗装仕上げ等を行なった。
また、重力計室のイエローケーブルに末端処理をして延
長し、地震計室内までLANケーブルを導入し、ネットワー
クパソコン端末を設置した。
　3月下旬に、短周期地震計（HES　3成分を旧地震感
震器室から新地震計室に移設した。また、新規持ち込み
の訂S3成分を設置し、4月初旬より20秒モードで連続
観測を開始した。訂Sの温度変化に伴うドリフト補正に
ついては、地学棟からの遠隔操作で調整が可能である。
12月中旬に、旧地震感震器室の電源を落とし、完全に新
室のみの観測状態へ移行した。また39次夏期間には、
VLBI用水素メーザーを短周期室へ搬入した。
2）ケーブル敷設
　38次夏期間に、新地震計室と地学棟間に600mアナロ
グケーブル5本を敷設した。近年越冬後半の除雪時に重
機により誤って切断されることが多いため、全て基地内
の各棟を結ぶ電源ラック上を利用している。5本の内訳
は、広帯域地震計く団rS）用専用ケーブル4本（内1本
は予備）、およびHES用24芯アナログケーブル（黒色）
1本である。
3ノ地学棟収録システム
　地学棟内の地震観測室に収録用AD変換器（Q680）と、
それに付随する電源部、端子板、およびAD変換器の内
部モニター用パソコンを設置した。また、加湿器、静電
気防止装置を追加すると共に、無停電電源装置に完全に
接続した。2月中に地学棟に新規収録装置一式を搬入し、
AD変換器やワークステーション等の配置を行い、基地
LANへの接続まで完了した。3月以降に地学棟内で新収
録システムの組立／調整、試験収録を行い、4月上旬よ
り本格的な連続収録を開始した。時刻用GPSアンテナは
地学棟屋上へ取り付けた。越冬期間中は旧システムとの
平行観測を継続した。
　内部モニター用パソコンは、シリアルケーブルにより
AD変換器と接続され、　Q680の収録状態の確認と制御の
他地震計のマスポジションの電気的な遠隔補正を行なっ
た（Kermit）。また、パソコン上でのデータの読み出
しソフト（PCSEED）、波形標示ソフト（F℃DSR）も
用意されている。AD変換器は、その内部にUNDGこ似た
OS（OS－9）を搭載したLAN対応機種で、　TCP／IPによ
り地学棟内のワークステーション（geoturbo）に接続
され、AD変換された地震データがネットワーク経由で
一 100一
常時藪…送される。
　データは、ワークステーション上で動く収録プログラ
ム（Coms茸v）により4（措y鎗s容塁のハードデイスクに
記録されると共に、全てのログデータがAD変換器内の
DATテープ（2GBy総s）に書き込まれる。デ～タフオー
マツトはMt泣＿SE斑）形式であり、1灘S等で記録きれてい
る世界標準である。砿r止SEED形式よリアスキ～形式や
SAC形式に変換するソフトも用意されており、」展套に共
同利用者に提供／解析することが可能である。
　データの種類は、百’s3成分以外に、新たに肥s3成
分も同時に収録し、トリガー条件、サンプリング周期の
異なる計9種類を持つ。データ量は約20雄匁tes／日にな
るが、ワークステーションのハードディスクに約半年連
続記録可能である。趨冬中は暮ケ月に1回の割合で、
1）AT＞一プ（2GByte吋に保存した。
　図 は、ワ～クステーション仁での地震波形収録ソフ
ト（Se誕ool）による読み敢り／波形編集の例を示す。
欝98年3月器日の南擾プレート内で起きた巨大地震
（Mw＝8。1）を始め、藩実に新地震計室でのデ～夕が蕎積さ
れつつある。また、これまで遇りUUCPによるデ～タ伝
送により基地外利用者への対応も可能である。
　なお、旧収録装置は、パソコンによるデジタル収録は
終了したものの、アナログペンレコーダーによる連続記
録は依然継続してお昧基地からのUSGS／N田Cへの験
震作業に使用している。
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P14東南極、リッツォ・ホルム湾沿岸地域の古地磁気（2）
石川　尚人（京都大学総合人間学部）・船木　實（国立極地研究所）
Paleomagnetism　on　LOtzow－Holm　Bay　area，　East　Antardica（2）
　　　　　　－Ongul　lslands，　Breidvagnipa，　Skarvsnes一
Naoto　lSHlKAWA（IHS，　Kyoto　UnM）・Minoru　FUNAKI（N｜PR）
　ゴンドワナ大陸の形成・分離の過程は地質学
からのデータや古地磁気極などから明らかにさ
れてきているが、古地磁気データはオーストラ
リア以外についてはまだまだ信頼性に乏しい状
況にある。そこで、東南極から信頼性のある古
地磁気極を得て、東南極と他のゴンドワナメン
バーとの関係を明らかにするために、JARE35
ではリッツォ・ホルム湾沿岸域の広範囲で古地
磁気試料採取を実施した。今回は、オングル諸
島、ブライポークニーパ、スカルブスネスから
採取した試料の古地磁気測定結果を報告する。
　試料は主に花樹岩質片麻岩、輝石片麻岩の変
成岩類と花闘岩類で、東西オングル島では7地
点60試料、ブライボークニーパでは10地点89
試料、スカルブスネスでは、10地点100試料を
採取した。パイロット試料に対する段階消磁実
験（熱消磁・交流消磁）の結果、現段階では西
オングル島の3地点、ブライポークニーパの3
地点の試料からマグネタイト保持していると考
えられる安定な残留磁化成分をが得られた（右
図）。この安定な磁化成分は、熱消磁では約
350－500℃以上、交流消磁では約15mT以上の
消磁段階で見いだされ、それ以下の消磁段階で
は現在の地球磁場の影響下で獲得されてと考え
られる負の伏角をもつ磁化成分が見られた。
　高消磁段階で分離された安定な磁化成分が示
す見かけの地磁気極は、東南極から報告されて
いる約5億年前の古地磁気極とほぼ同様の方向
を示す。
West　Ongu1，　Site　2－26B【PTHDl
　　　　　　　W，Up
　　　　S
　　　　　　　E，Down
Breidvagnipa，　Site　2－16A｛PAFD】
S
OmT
W，Up
D礼＝2．0㎡σ6 5
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40
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N
図．典型的な段階消磁実験の結果
　PTHD：熱消磁、　PAFD：交流消磁
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P15　　　　南極昭和基地周辺の重力異常のマツピング
　　　　　野木義史1・金尾政紀1・東敏博2・田中俊行3・青山雄一・福田洋一2
　　1国立極地研究所　頃都大学大学院理学研究科　3東濃地震科学研究所
　　　　　　　　　　　　　4総合研究大学院大学
　　　　Mapping　of　gravity　anomaly　aK）und　Syowa　Station，　Antarctica
Ybshif㎞Nbgi1，　MasaId　Ka坤㎡，　Tb血him　H輌ga曲i2，　Tbshiyuki　T㎞這㎡，　YOichi　Aoyama4，　Ybidli］F過
　　1National　Institute　of　Polar　Researc1L　2Graduate　School　of　Science，　Kyoto　Universit）し
　可ono　Research　Institute　of　Ea血q岨ke　Science．4Gladuate　School　for　Advan㏄d　Studies．
　南極大陸とその周辺海域は、ゴンドワナ
やロディニァといった超大陸の分裂や形成
を考える上で非常に重要な地域である。重
力異常や地磁気異常図は、大陸や海洋底の
構造や進化を考える上で、基礎となる情報
を与える。特に南極大陸のように大陸のほ
とんどが氷で覆われ、表層の地質の情報が
ほとんどわからにような地域では、重力異
常や地磁気異常のマッピングは不可欠であ
る。南極大陸とその周辺海域の重力異常や
地磁気異常のマッピングから得られる構造
や推定される地質により、ゴンドワナやロ
ディニアといった超大陸の分裂や形成に関
するテクトニクスの議論が可能となる。
　海上の重力異常に関しては、最近では、
衛星高度データから、北緯72度から南緯
72度までの海上での詳細な重力異常図が
求められており、波長20km程度までの構
造物が検出可能である。また、陸上に関し
ては、衛星と陸上の観測を元にEMG96と
いうモデル（degree　2，0rder　Oからdegree
and　order　360）が出されており、これ使
用して陸上の重力異常が計算可能である。
これらにより、陸上および海上の重力異常
がかなり明らかになっている。しかしなが
ら、より詳しい重力異常分布を得るために
は、航空機、観測船、地表面での陸上およ
び海上での観測が必要である。
　最近、ADGRAV（Antarctica　Digital
Grav▲ty　Synthesis）という国際プロジェクト
が開始された。ADGRAVは、現在までに
様々な国により南極大陸およびその周辺海
域で得られている地表面、航空機、観測船
および衛星のデータを集積し、これにより、
南緯60度以南の南極大陸とその周辺海域
のより精度の高い新たな重力異常図を作成
しようというものである。日本南極地域観
測では、これまでに昭和基地周辺で数多く
の重力測定が行われており、また、砕氷艦
しらせにおいても海上重力観測を行ってい
る。これらのデータが、ADGRAVプロジ
ェクトに大きな貢献となることが期待され
る。このためにも、現在までに得られてい
る昭和基地周辺の重力測定およびしらせに
よる海上重力測線の整理を行う必要があ
る。
　本講演では、現在までに得られている昭
和基地周辺の重力測定およびしらせによる
海上重力測線の整理を行い、これらのデー
タと衛星による海上重力異常および
EGM96を併用し、昭和基地周辺の重力異
常図を作成した結果について報告する。ま
た、今回得られた結果のテクトニクス的解
釈および今後の問題に関して議論を行う。
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